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１、 各部の名前 
 

VM DOCK セット 

① DOCK 台（左）(ｘ１） ② DOCK 台（右）( x 1 ) ③ アルミバー ( x 3 ) 
 

 
 

 

 

 

 

④ ネジ ( x 6 ) ⑤ コネクター ( x 1 ) ⑥ 六⾓レンチ ( x ⼩ 1/ x ⼤ 1 ) 
 

  
 

⑦ ブラックドットシール(ｘ6 ) 

 
 

電源セット 

⑧ AC アダプター（ｘ１） 
 

⑨ 電源コード（ｘ１） 

     

 

 

 

LED パネル 

⑩ VM TWO CLIP ( x１) 
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２、 安全上のご注意 
 
取扱説明書には安全に正しくお使いいただくために重要な内容を記載しています。 
次の内容をよく理解してから本⽂へお進みください。 

 
    【表⽰の説明】 

表⽰ 表⽰の意味 

 

誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷に結びつく可能性のあるもの。 

 

誤った取扱いをしたときに、軽傷または家屋・家財などの損害に結びつくもの。 

 
【図記号の例】 

図記号 図記号の意味 

 

禁⽌（してはならないこと）を⽰します。 

 

指⽰を守る（必ずすること）を⽰します。 

 

注意を⽰します。 

 

 
異常や故障のとき 

 

機器から煙が出る、異臭がするときは電源プラグをコンセントから抜いてください。 
そのまま使⽤すると短絡・⽕災・感電の原因となります。 

 

製品に⽔をつけたり、かけたりしないでください。 
内部に⽔が⼊った場合には、電源プラグをコンセントから抜いてください。 
そのまま使⽤すると短絡・⽕災・感電の原因となります。 

設置のとき 

 

VM DOCK を組み⽴てる際には、必ず電源プラグをコンセントから抜いてから作業
を⾏ってください。 
誤った⼿順で設置作業を⾏うと感電の恐れがあります。 

 

屋内の机上に配置して使⽤してください。 
想定外の場所への設置、⼈が通過する場所での使⽤は、⼈が衝突、製品が落下する
可能性があります。 
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製品を⼦供の⼿の届く場所へ設置するのは避けてください。 

 

当社指定の製品以外と組み合わせてのご利⽤はできません。 
当社以外の製品・電源を組み合わせて使⽤した場合は、製品の故障並びに⽕災の恐
れがあります。 
その際に⽣じる機器の破損・損傷、⽕災などの事故、その他の損害については⼀切
の責任を負えません。 

 

転倒・落下防⽌の措置を講じてください。 
VM DOCK は、取扱説明書に記載されている内容をよく理解し、適切にしっかり
と設置してください。また⼈が押したり不意な衝撃を与えるようなことがないよう
な措置を講じてください。 

 

電源プラグは、交流１００Ｖに差し込んで使⽤してください。 
交流１００Ｖ以外を使⽤すると⽕災・感電の原因となります。 

使⽤する時 

 

LED パネルの分解・改造をしないでください。 
感電、⽕災の原因となります。 

 

当社指定の製品以外と組み合わせてのご利⽤はできません。 
当社以外の製品・電源を組み合わせて使⽤した場合は、製品の故障並びに⽕災の恐
れがあります。その際に⽣じる機器の破損・損傷、⽕災などの事故、その他の損害
については⼀切の責任を負えません。 

 

電源コードを巻いたまま使⽤しないでください。 
電源コードの上に物を置かないでください。 
電源コードや電源プラグが痛んだり、コンセントの差込みが緩い時は使⽤しないで
ください。短絡・感電・発⽕の原因となります。 

 

強い衝撃を与えないでください。 
破損・故障の原因となります。 
 

お⼿⼊れの時 

 

お⼿⼊れの際には、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。 
感電、もしくは機器の損傷の原因となります。電源プラグを抜く時は電源コードを
持たず、必ず先端の電源プラグ絶縁部を持って引き抜いてください。感電・事故の
原因となります。 

 

電源プラグの刃と刃の取付⾯にホコリが付着している場合は、よく拭いてください。 
⽕災の原因になります。 

 

絶対に分解したり、修理・改造は⾏わないでください。 
製品の故障・不具合・発⽕、また怪我をする恐れがあります。 
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VM DOCK が破損した場合、使⽤を中⽌してください。 
最終ページ記載の窓⼝へお問い合わせください。 

 

電源プラグは濡れた⼿で抜き差ししないでください。 
感電・事故の原因となります。 

 

 
設置のとき 

 

ＬＥＤパネルは正しい⽅向に設置してください。 
誤った⽅向に設置したまま放置した場合には、製品の寿命が縮まり、破損することが
あります。ＬＥＤパネル設置の正しい⽅向は P５「３、組⽴⽅法 STEP１」をご参照
ください。 

 

ＬＥＤパネル設置の際には、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。 
誤った⼿順で設置作業を⾏うと、感電する恐れがあります。また製品の寿命が縮まり
ます。 

 

適切な環境に設置してください。 
  屋内専⽤ 
  卓上 
  塩害・温泉害の懸念のない場所 
  過度な蒸気がかからない場所 

 温度 湿度 
保管環境 -5℃ 〜 60℃ 10％ 〜 95％、結露しない環境 
使⽤環境 0℃ 〜 40℃ 20% 〜 90%、結露しない環境 

 

使⽤するとき 

 

⻑時間使⽤しない時は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。 
製品の寿命が縮まります。 

 

バックライトペーパーを差し込むフロントパネルは、LED パネルの側⾯にある窪み部
分(開閉⼝)から丁寧に空けてください。 
取付説明書での指定通りに開けないと、製品の破損、また⼿の怪我などをする恐れが
あります。Ｐ８「バックライトペーパーの差込⽅法」をご参照ください。 

 

寒冷地でも、室温の状態でフロントパネルの開け閉めを⾏ってください。 
周囲の温度が低いと、フロントパネル（バックライトペーパーの差込部分）が固くな
り、破損しやすくなります。バックライトペーパーの交換の際は、常温で⼀定時間温
まった後にバックライトペーパーの差⼊れを⾏ってください。 

＊そのほか、設置に関するご質問は、最終⾴にある連絡先にご連絡ください。 
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３、組⽴⽅法 
 
ＳＴＥＰ１： 
アルミバーを DOCK 台（左）の内側に、ネジを台の外側から通して取り付けてください。その際に六⾓レンチ
（⼤）を使⽤してください。3 本のアルミバーをすべて同様の⼿順で取り付けてください。 
 
 

           
          
 

 
 
 

ＳＴＥＰ２： 

DOCK 台（右）をサポートバーにネジを使って固定してください。 
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ＳＴＥＰ３： 

六⾓レンチ（⼩）を使って VM TWO CLIP にコネクターを取り付けてください。 
 

 
 
 
縦に⽴て掛ける場合： 
下図のように、コネクターを VM TWO CLIP 裏⾯の下側（ロゴのついている⽅向）に取り付けてください。 

 
 
 
横に⽴て掛ける場合： 
下図のように、コネクターをロゴが右上になるようにしてから、裏⾯の下側にコネクターを取り付けてください。 

 
 
 
 
 

ロゴ 

ロゴ 
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ＳＴＥＰ４： 

コネクターを接続していない他の６つのネジ⽳をステッカーで塞いでください。  
       

 
    

 

ＳＴＥＰ５： 

コネクターが台の中央にはまるように、VM TWO CLIP を置いてください。 
 

 
 

ＳＴＥＰ６： 

AC アダプターをコネクターにつないで、コンセントに接続してください。 
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４、バックライトペーパーの差込⽅法 
 

フロントパネルを開く際には、開閉⼝（へこみのある部分）から斜めにだけ開きます。 
 

 急に、また強くフロントパネルを引っ張らないでください。 

フロントパネルを開き過ぎると破損する恐れがあります。 
バックライトペーパーは⼤きく開かなくても差し込めます。 

 

   
 

    
 
 
 
 

横向き 

縦向き 

ロゴ 
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５、保証期間 
 
- 保証期間はご購⼊後 1 年間となります。 
- 当社指定の使⽤以外によって発⽣した故障・破損は、有償修理・交換となります。 
- 1 年以上経過した製品の故障・破損は、有償修理・交換となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

ヴィトリン・メディア株式会社 
本社 〒102-0085 東京都千代⽥区六番町５−５飯⽥ビル 

TEL (03) 6824-9616 (代表)  


